
 

 

2017 年度 大船渡まちづくりプログラム要項 
 
１．大船渡まちづくりプログラムとは 
 東日本大震災により大きな被害を受けた岩手県大船渡市と本学とは、2016 年 4 月に連携協定を締結しています。その大船渡
市をフィールドとして、被災場所の視察や地域住民との交流を通じて課題やニーズを把握しながら、課題解決のお手伝いを行うプロ
グラムです。 
２．本プログラムの目的 

(1)大船渡市におけるプロジェクトに参加することで、地域住民と交流しながら大船渡市の課題やニーズを理解する。 
(2)大船渡市における課題について、自身で何ができるか、具体的な行動計画を発想する。 
(3)上記(1)(2)の経験を通して、コミュニティ形成や活動を牽引するリーダーとしての資質を養う。 

３．プログラム内容 

事前学習 2017 年 12 月 16 日(土)9:30～14:30 ＠立命館大学朱雀キャンパス３階 307 教室 
・本プログラムの内容と参加意義の理解 ・大船渡市に関する学習及び獲得目標の設定 

・大船渡、陸前高田の復興の概況についての講義 ・大船渡市在住の本学 OB による講義 ・グループワーク等 

現地学習 2018 年 2 月 17 日(土)～23 日(金)＠陸前高田、大船渡 計 6 泊 7 日(うち、車中２泊) 
 2/17(土)        21：00 - 京都駅集合、夜行バスにて移動（京都～仙台） 

 2/18(日)         8：30 - 仙台駅到着、貸切バスにて移動（仙台～陸前高田） 

PM - 陸前高田市でのフィールドワーク 

 2/19(月)~21(水)    終日 - 大船渡市でのフィールドワーク 

 2/22(木)            AM - 現地実習まとめ 

PM - 大船渡駅着、貸切バスにて移動（大船渡～仙台） 

19:30 - 仙台駅到着、夜行バスにて移動（仙台～京都） 

 2/23(金)            6:30 - 京都駅着、解散 

※上記期間中に陸前高田市長および大船渡市長への表敬訪問、被災状況視察、大船渡駅周辺街歩き、グループ別ヒアリング等

を予定しています。 

※上記時間は変更となる場合があります。集合場所は仙台駅でも可としますが、その場合の交通費は自己負担となります。 

事後学習 2018 年 3 月中旬頃 
・本プログラム参加の振り返り ・成果報告会の実施 ・2018 年度「+R 校友会未来人財育成奨学金」および

「学びのコミュニティ集団形成助成金(正課外自主活動)」制度への出願準備 

４．募集概要・日程 

募集期間 2017 年 12 月 1 日(金)～12 月 8 日(金) 17:00 

出願要件 
① 本学の正規学部学生であること               ② 学籍状態が「在学」または「留学」であること。 
③ 今年度停学の懲戒を受けていないこと          ④ 活動報告書を提出すること 
⑤ 本大学から求められた場合は成果発表を行うこと  ⑥ 事前・事後学習含む全てのプログラムに参加できること 

出願方法 指定の申込書 募集人数 10 名 費用 無料（大学が全額助成）※現地での食費、保険代は個人負担 

出願場所 学生オフィス窓口 (衣笠学生オフィス：研心館 2F  BKC 学生オフィス：セントラルアーク 1 階  OIC 学生オフィス：A 棟 1 階) 

参加学生
発表 2017 年 12 月 12 日(火) 

 

 追加募集！ 


